
複数PCが操作可能なスマートフォンを用いた
マウスイベントインタフェースの実現

岩田 知 † 大囿 忠親 ‡ 新谷 虎松 ‡

†名古屋工業大学情報工学科 ‡名古屋工業大学大学院情報工学専攻

1 はじめに
複数の PCに対して操作対象を簡便に切り替えなが

ら，操作可能な入力インタフェースは有益である．例

えば，多数の PCが設置された演習室において，指導

者が指導対象の学生を変えながら，個別に指導する場

合が挙げられる．このとき，該当 PCに接続された入

力インタフェースを用いるのではなく，指導者が持つ

インタフェースを変えずに，操作対象のみを変更でき

ることが好ましい．例えば，指導者用のインタフェー

スから，演習におけるヒントを，生徒用のPCにコピー

する機能などが用意に実現できる．また，複数の生徒

用の PC上の情報を用意に交換する機能が有益である．

例えば，ある生徒の解答を解答例や誤答例として利用

することが容易になる．本稿では，操作対象の PCの

マウスインタフェースとして，スマートフォンを利用

することで，複数 PCの操作を支援するためのシステ

ムの実現について述べる．

本研究では，本システムのインタフェースのことを

マウスイベントインタフェースと呼ぶ．また，本シス

テムを利用するには，スマートフォンおよび PC端末

上で本研究により開発したアプリケーションを起動す

る必要がある．本研究ではスマートフォン側で起動す

るアプリケーションをホスト側アプリケーション，PC

端末側で起動するアプリケーションをクライアント側

アプリケーションと呼ぶ．

スマートフォンを操作デバイスとして扱うシステム

[1][2]がある．マウスイベントインタフェースも同様に，

スマートフォンを用いて PC端末上でマウスイベント

を発火させ，PC端末を操作することができる．また，

複数 PC端末がある場合に，操作対象の切り替えや情
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図 1: システム構成図

報共有を行うことができる．本システムでは仮想マウ

スカーソルを PC端末のディスプレイ上に表示し，ス

マートフォンを用いてこの仮想マウスカーソルを操作

する．

2 マウスイベントインタフェース
2.1 システム構成

図 1に示すのは，本システムの構成図である．ホス

ト側アプリケーションでは，PC端末と通信を行うため

の通信機構と，PC端末のマッピングなどを管理するク

ライアント管理機構が存在する．また，クライアント

側アプリケーションには，ホスト側アプリケーションと

通信を行うための通信機構と，その通信機構に送られ

たタッチ操作情報を処理するイベント管理機構，そし

て処理されたイベントを PC端末に対し反映する仮想

マウスカーソル描画レイヤーが存在する．クライアン

ト管理機構には PC端末と通信を開始した際に，その

PC端末に関する情報が格納される．仮想マウスカーソ

ルがディスプレイ外へ出た際，クライアント側アプリ

ケーションは出た方向に関する情報をホスト側アプリ

ケーションに対し送信する．ホスト側アプリケーショ

ンでは，その出た方向の情報をクライアント管理機構

へ送り，マッピングデータに従い，移動先の PC端末

を取得する．その後仮想マウスカーソルが存在するPC

端末を上書きし，引き続きタッチ操作情報を送信する．
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図 2: 左 操作画面，右 操作方法

2.2 操作方法

本システムはスマートフォンのタッチパネルおよび

ジャイロセンサーを利用し，仮想マウスカーソルを操

作する．図 2は本インタフェースの操作方法を示して

いる．図 2左はスマートフォン上の画面を示している．

図 2左では，矩形 1および 2に対しタッチ操作を行う

ことで，PC端末上でマウスイベントが発火する．矩

形 1はTouchStartでMouseDown，TouchEndおよび

TouchCancelでMouseUpが発火する．矩形 2は本来

PC端末上で行う場合はショートカットキーや複数の

マウス操作が必要になる操作を行うためのものである．

図 2右，は PC端末上における仮想マウスカーソル

の位置を変更するための操作方法について示している．

まず図 2右の通常の状態でスマートフォンを操作対象

である PC端末へ向けて持つ．この状態からスマート

フォンを傾けることで仮想マウスカーソルの移動，つ

まりMouseMoveのイベントを発火する．

2.3 操作対象の切り替え

クライアント管理機構には PC端末のディスプレイ

のマッピングデータが格納されている．マッピングデー

タはホスト側アプリケーションと通信を行う PC端末

のディスプレイ外へ仮想マウスカーソルが出た際に，移

動先の PC端末を取得するために必要である．マッピ

ングデータでは PC端末の配置を上下左右の位置付け

を二次元配列で管理している．例えばホスト側アプリ

ケーションと通信を行うPC端末AおよびBが存在し，

「端末 Aの右側には端末 Bが配置されている」という

データが格納されていた場合，端末 Aの右端からディ

スプレイ外へ出た仮想マウスカーソルは端末 Bへ移動

する．Algorithm 1は，仮想マウスカーソルの移動先

を取得するためのものである．from，directionはそ

れぞれ移動元の PC端末とディスプレイから出た方向

を表す．whereClient(from)はマッピングデータ上の

fromの位置を返す．next(start, direction)は startの

direction方向の PC端末を返す関数である．

Algorithm 1 移動先取得アルゴリズム
Require: from, direction

Ensure: to

start←whereClient(from)

to←next(start, direction)

while to ̸= start and to.client is null do

to←next(to, direction)

end while

return to

2.4 情報共有

本システムは PC端末間の情報共有を支援する．情

報共有はドラッグ＆ドロップの操作で行うことができ

る．共有したいファイルをドラッグしたまま操作対象

の PC端末を切り替え，共有先の PC端末でドロップ

すると，ファイルが共有される．また，クリップボー

ドやWebブラウザも同様に共有できる．これにより，

ユーザは容易な操作で情報共有が可能になる．

3 おわりに
本稿では，操作対象のPC端末のマウスインタフェー

スとして，スマートフォンを利用することで，複数PC

端末の操作を支援するためのシステムの実現について

述べた．本システムにより複数 PC端末の操作および

情報共有が可能となった．また，ディスプレイ外にカー

ソルを出す操作で操作対象を容易に切り替えることが

可能になった．
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